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土砂災害の種類

検討対象

　　降雨に起因する土砂災害の発生に係る前兆現象を検討の対象とする。

　地中にしみ込んだ水分
により斜面が不安定にな
り、雨や地震などの影響
によって急激に崩れ落ち
ることをいう。

　斜面の一部あるいは全
部が地下水の影響と重
力によってゆっくりと斜面
下方に移動する現象のこ
とをいう。

　山腹、川底の石や土砂
が長雨や集中豪雨など
によって一気に下流へと
押し流されるものをいう。

がけ崩れ地すべり土石流

出典：風水害情報ガイドブック（風水害情報研究会編（平成１６年７月））

1

土砂災害の種類
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土石流の分類　　

土石流は、天然ダム決壊型、山腹崩壊型、河床堆積物移動型の３種類に分類

できる。

２
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土　石　流 地　す　べ　り が　け　崩　れ

視

覚

聴　

覚

山・斜面 ・

がけ

　　水

樹木

・がけに割れ目がみえる

・がけから小石がパラパラと落
　ちる

・がけから小石がぼろぼろと落
ちる

・斜面がはらみだす

・地面にひび割れができる

・地面の一部が落ち込んだり
　盛り上がったりする

その他

・川の水が異常に濁る

・雨が降り続いているのに川　

　の水位が下がる

・土砂の流出

・沢や井戸の水が濁る

・斜面から水が噴き出す

・池や沼の水かさが急減する

・表面流が生じる

・がけから水が噴出す

・湧水が濁りだす

・濁水に流木が混じりだ
す

・地鳴りがする

・山鳴りがする

・転石がぶつかり合う音

・腐った土の臭いがする

・家や擁壁に亀裂が入る

・擁壁や電柱が傾く

・樹木の根が切れる音がする

・樹木の揺れる音がする

・地鳴りがする

嗅
覚

・渓流付近の斜面が崩　
　れだす

・落石が生じる

－

・樹木が傾く

－ －

－

移動主体五感

注：本表は、今回の調査及び砂防用語集、パンフレット、文献を参考にして作成した。

土砂災害と前兆現象の種類

・樹木が傾く

・樹木の根が切れる音がする
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発見された前兆現象の種類（土石流）

Ｃ
河
川

Ａ
土
石
流

Ｂ
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け
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れ

4% 1%
8%

10%

4%

11%

7%
1%18%

3%

6%

5%

9%

12%

土砂流出(6)

渓流斜面の崩壊(2)

流木、倒木の発生(13)

流水の濁り(15)

におい(6)

渓流内の転石のぶつかり合う音
(17)

水位の激減(11)

渓流内の火花(1)

地鳴り、山鳴り(28)

小石がパラパラ落ちる(5)

斜面の湧水、表面流(9)

斜面崩壊、亀裂(8)

河川水位の上昇(14)

水の溢れ(19)

AＣ

A

Ｃ

Ｂ

Ｂ

土石流の前兆現象が確認された５２件（154事例）

４

主に平成１６年、１７年に発生した土石流災害５２件を対象に、住民によって発見された前兆
現象１５４事例について、その種類と発見数の割合を示す。

・土石流に関する前兆現象は、　　
６４％（９９事例）であった。「渓流内
の転石がぶつかりあう音」、「流水
の濁り」等が多く発見されている。

・ がけ崩れに関する前兆現象は、

１４％（２２事例）、河川で生じる現
象は、２２％（３３事例）であった。

・土石流が発生した場所において
も住民は、土石流に関する前兆現
象以外の現象も見ており、これら
の前兆現象が避難等に有効と考
えられる。
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５

11%

14%

9%

3%

11%14%

11%

3%

9%

9%

6%

斜面の湧水、表面流(4)

小石がパラパラ落ちる(5)

斜面崩壊、亀裂(3)

におい(1)

流木、倒木の発生(4)

流水の濁り(5)

渓流内の転石のぶつかり合う
音(4)

土砂流出(1)

地鳴り、山鳴り(3)

川の氾濫（浸水、溢水、冠水）
(3)

河川水位の上昇(2)

がけ崩れの前兆現象が確認された12件（複数回答）（35事例）

発見された前兆現象の種類（がけ崩れ）

Ｃ
河
川

Ｂ
土
石
流

Ａ
が
け
崩
れ

A

Ｂ

AＣ

Ｃ

Ｂ

主に平成１６年、１７年に発生したがけ崩れ災害１２件を対象に、住民よって発見された前兆現
象３５事例について、その種類と発見数の割合を示す。

・がけ崩れの前兆現象は、３７％
（１３事例）であった。「小石がぱら
ぱら落ちる」、「斜面の湧水、表面
流」等が多く発見されている。

・土石流の前兆現象は、４８％
（１７事例）、河川で生じる現象は、
１３％（５事例）であった。

・がけ崩れが発生した場所におい
ても住民は、がけ崩れに関する前
兆現象以外の現象も見ており、こ
れらの前兆現象が避難等に有効
と考えられる。
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前兆現象と時間的切迫性（土石流その１）

前兆現象が発見された時間と災害発生時間の関係は、下記に示す３パターンに
分類できる。
　①早期の段階で住民に発見される現象
　　「渓流内で転石がぶつかり合う音」、「小石がぱらぱら落ちる」等
　②時間の経過とともに発見数が増加する現象
　　「流水の異常な濁り」、「水の溢れ」等
　③災害発生直前で発見される現象
　　「流木、倒木の発生」、「水位の激減」等

早期の段階で住民に発見される現象

時間の経過とともに発見数が増加する現象

災害発生直前で発見される現象

前兆現象発見及び災害発生の時間がわかる５２件の土石流を対象に、各前兆
現象の発見時間と災害発生時間との関係を示す。

６

時間（分） 直前 30分 60分 2時間 3時間 3時間～ 総数

斜面の湧水、表面流の発生 100% 100% 78% 67% 33% 33% 9

小石がパラパラ落ちる 100% 100% 100% 100% 80% 80% 5

河川水位の上昇 100% 93% 71% 64% 29% 14% 14

渓流内で転石がぶつかり合う音 100% 100% 71% 65% 47% 29% 17

流水の異常な濁り 100% 100% 73% 53% 47% 33% 15

水の溢れ（溢水、浸水、冠水） 100% 95% 68% 37% 21% 5% 19

土臭いにおい 100% 100% 67% 33% 33% 33% 6

斜面のはらみだし、亀裂の発生 100% 88% 38% 38% 13% 13% 8

土砂流出 100% 67% 67% 33% 17% 0% 6

流木、倒木の発生 100% 85% 46% 46% 31% 31% 13

水位の激減 100% 64% 36% 27% 27% 18% 11

地鳴り 100% 57% 29% 14% 7% 7% 28
渓流付近の斜面崩壊 100% 100% 100% 2
渓流内の火花 100% 0% 1

合計 154
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斜面の湧水、表面流の発生
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流水の異常な濁り
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0%

25%

50%

75%

100%

直前 30分 60分 2時間 3時間 3時間以上

斜面のはらみだし、亀裂の発生

土砂流出

流木、倒木の発生

水位の激減

地鳴り

渓流付近の斜面崩壊

渓流内の火花

累

積

度

数

割

合

災　害　発　生　ま　で　の　時　間

①

②

③
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【日之影町中心地区の地形的特徴】
・五ヶ瀬川両岸の狭い平地に住民が生活している谷
底平地であり、人家の近くまで急峻な斜面が接近し
ている。
【対応のあり方】
・楠元住宅のような避難所より高台にある住居では、
河川水位上昇による氾濫の影響は小さいが、台風
14号時のように背後地からの土石流により人家が
被災していることから、背後地での異変についても
注意する必要がある。
・このような地形的特徴の地区は、河川水位上昇と
ともに背後地の斜面や渓流が土砂災害発生の危険
性が高い状況になっていることを認識しておく必要
がある。

被災前(神影上地区) 被災後(神影上地区)

前兆現象と時間的切迫性（土石流その２）

平成１７年台風１４号宮崎県日之影町神影上地区（五ヶ瀬川水系）

避難所

(日之影小学校体育館)

楠元住宅

五ヶ瀬川の増水

に対しては避難
所より高台にあ

るため安全

五ヶ瀬川

五ヶ瀬川

避難所

(日之影小学校体育館)

楠元住宅

土石流

五ヶ瀬川増水のため

住民避難後に裏山の

渓流からの土石流に
より被災（人的被害

無し）

五ヶ瀬川の水位変化と警戒避難

谷底平地の模式横断図（神影上地区）

20:20
CL超過

20:00
神影上地区
自主避難完了
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前兆現象と時間的切迫性（がけ崩れ）

・前兆現象の多くは３時間以上前に発見されており、今回の調査結果からは時間的
切迫性との関連を分類することは困難である。

前兆現象発見及び災害発生の時間のわかる１２件のがけ崩れを対象に、各前兆現
象の発見時間と災害発生時間との関係を示す。

0

1

2

3

4

5

6

0 2 4 6 8

斜面の湧水、表面流
の発生

斜面のはらみだし、亀
裂の発生

小石がパラパラ落ちる

土臭いにおい

流木、倒木の発生

流水の濁り

土砂流出

地鳴り

河川水位の上昇

渓流内で転石の音

水の溢れ（溢水、浸
水、冠水）

　
度
　

数

直前　30分　60分　２時間　３時間　３時間以上

時間（分） 直前 ～30分 ～60分 ～2時間 ～3時間 3時間～ 総数

斜面の湧水、表面流の発生 1 3 4
斜面のはらみだし、亀裂の発生 1 2 3
小石がパラパラ落ちる 1 4 5
土臭いにおい 1 1
流木、倒木の発生 1 3 4
流水の濁り 5 5
土砂流出 1 1
地鳴り 1 2 3
河川水位の上昇 2 2
渓流内で転石の音 1 3 4
水の溢れ（溢水、浸水、冠水） 1 2 3

合計 35

８
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前兆現象と時間的切迫性（地すべり）

・地すべりの前兆現象として、亀裂や湧水等様々な現象が時間の経過とともに発生する。
・地すべり頭部の亀裂や末端部のはらみだしを発見した場合、伸縮計等を設置して監視する。

災害名 誘　　因 活発化 滑落

約３年前 約１年前 ３日前 １日前 ２時間50分前 １時間２０分前 0

ー

ー 約１１日前 ３～７日前 １日前 当日 １時間４５分前 0

約４年前～３ヶ月前 ２０日前 ６日前 ３～２日前 １日前 １２時間前～直前 0

６日前 ２日前 ６時間半前 0

長野県地附山地すべり

（昭和６０年７月２６日）

融雪（２月時点

での積雪高
130mmが10日
間で85mmに減

少）

降雨（6/8～7/5

総雨量
499.5mm)

兵庫県一宮町福知地す

べり災害（昭和５１年９月
１３日）

降雨（５日前から

降り始め、滑落
までに総雨量
637mmとなる）

富山県五十谷に発生した

地すべり（昭和５２年３月
２９日）

地すべりの徴候

秋田県熊沢川で発生した

地すべり・土石流災害（平
成９年５月１１日）

融雪

発生（三俣川

へ押しだし）

・伏流水が湧水となっ

て流れる

・下部の水田がふくれ

あがる、池にクラック

・水田の沈下

・地すべりブロック頭部

に段差50cm、長さ18m

の亀裂～頭部滑落崖

（高さ5m）形成

・池の水が少なくなっ

た

・クラック発見

・脚部付近の小

川の水が黄色に

濁る

・山頂付近の割れ目

拡大

・沢の水の減少

・一次崩落発生

・畑から噴水状の

湧水

・山頂付近の割

れ目さらに拡大

・クラックの拡大

・別箇所に350mの

亀裂

・立木が割れている

・早朝から家鳴り始

まる

・道路アスファルトに

皺が生じる

・川が赤濁する

・道路アスファル

トが波打つ

・擁壁がはじける

・地下水位上昇

（15m上がる）

・地すべり頭部道

路法肩30mにわた

り崩落

・地すべり中央の湧泉

が枯渇

・下部道路面の隆起

・擁壁が倒壊寸前

〔9:30～23:00までの

移動量158mm

（270mm/日）〕

・上部ブロックが崩壊

・サワサワ木が揺れ

る、続いてシワシワと根

が切れる音

・土砂崩落発生

（ジスベリ活動開

始）

・飲料水（湧き水）

が濁る

・裏山遊歩道にク

ラック

地すべり滑

落、土石流発

生

・発生（土塊

が流下）

・発生

（土塊が流下）

　９

前兆現象発見及び災害発生の時間が分かる４件の地すべりを対象に、各前兆現象の発見時
間と災害発生時間との関係を示す。
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前兆現象とその物理機構

○土石流

○がけ崩れ

○地すべり

資料３－１参照
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発見時間と時間的切迫性

ここでは、少なくとも２５％以上の人が前兆現象を発見した段階で警戒避難に活用できるものと考え、発見割合２５％を閾値とした。
そのときの各前兆現象は下記の３パターンに分類できる。

①発災1時間前まで（例えば避難指示に活用）　　　　　　　：　「渓流内の火花」、「水位の激減」、「地鳴り」、「渓流付近の斜面崩壊」
②発災前1～2時間（例えば避難勧告に活用）　　　　 　　　：　 「水の溢れ」、「斜面のはらみだし、亀裂の発生」、「土砂流出」
③発災2時間以上前（例えば避難準備情報に活用）　 　　： 　「河川水位の上昇」、「渓流内の転石の音」、 「流水の濁り」、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「流木、倒木の発生」、「小石がパラパラ落ちる」、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「斜面の湧水、表面流の発生」、「土臭いにおい」

前兆現象の種類と発見された時間がわかる５２件を対象として、前兆現象を住民が発見した時間とその割合の関係を示す。

※発見件数が１０以上の前兆現象は赤字で示す。
① ③②

直前 ～３０分 ～１時間 ～２時間 ～３時間 ３時間～

70％以上

・水位の激減
・地鳴り
・土砂流出
・渓流内の火花

・水の溢れ（溢水、浸水、冠
水）
・流木、倒木の発生
・斜面のはらみだし、亀裂の
発生
・土臭いにおい

・河川水位の上昇
・渓流内での転石の音
・流水の濁り
・斜面の湧水、表面流の発生
・渓流付近の斜面崩壊

・小石がパラパラ落ちる

50％以上

・渓流内の火花 ・流木、倒木の発生
・水位の激減
・地鳴り
・斜面のはらみだし、亀裂の
発生

・水の溢れ（溢水、浸水、冠
水）
・土砂流出
・土臭いにおい
・渓流付近の斜面崩壊

・河川水位の上昇
・渓流内での転石の音
・流水の濁り
・斜面の湧水、表面流の発生

・小石がパラパラ落ちる

25％以上

・渓流内の火花 ・水位の激減
・地鳴り
・渓流付近の斜面崩壊

・水の溢れ（溢水、浸水、冠
水）
・斜面のはらみだし、亀裂の
発生
・土砂流出

・河川水位の上昇 ・渓流内での転石の音
・流水の濁り
・流木、倒木の発生
・小石がパラパラ落ちる
・斜面の湧水、表面流の発生
・土臭いにおい

発
見
割
合

切迫性

高

低

高 低

10
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前兆現象と警戒避難レベル

危
険
度
の
増
加

時間的切迫性

・土石流災害の５２件、１５４事例における閾値を２５％とした時の前兆現象の発見時間と、物
理現象から想定される危険度のレベル（ここでは山腹崩壊型（青字）と河床堆積物移動型（赤
字）について合わせて記載した）との関係を示す。

・物理現象から想定される現象と発見されやすい現象の時間的な傾向はほぼ一致する。

・前兆現象の発生と時間的傾向を参考にして、住民の自主避難や避難勧告等の発令に活用　

することが可能である。　　

11
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　　　　　　　　　　前兆現象と避難判断の指標　　　　　　

地鳴り・山鳴り

地面の震動

池や沼の水かさの急変

亀裂・段差の発生・拡大

落石・小崩壊

斜面のはらみだし

構造物のはらみだし・クラック

根の切れる音

樹木の傾き

井戸水の濁り
湧水の枯渇
湧水量増加

地すべり

土臭い臭い

地鳴り

異常な濁り
河川水位激減

渓流内で転石の音

流木発生

流水の濁り

河川水位上昇

土石流

湧水の停止

湧水の吹き出し

亀裂の発生

斜面のはらみだし

小石がぼろぼろ落下

地鳴り

小石がぱらぱら落下

新たな湧水発生

湧水の濁り

湧水量増加

表面流発生

がけ崩れ

～１時間前１～２時間前２～３時間前

※本表は、全国調査結果を踏まえて作成している。実際の活用にあたっては、その地域の地形・地質等
　の地域特性を考慮する必要がある。 12

避難の判断の参考となる前兆現象を抽出した。
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避難勧告等の発令範囲と前兆現象

・ヒアリング調査対象範囲（「大字」程度の範囲）のほぼ全域で、土石流の前兆
現象の一つである、「川の水が異常に濁っているのを見た」と答えており、土砂
災害発生の危険性は調査対象範囲全域で高かったと考えられる。

・雨の降り方、自然条件、社会条件を勘案し、一定の広さの範囲（例えば自主　
防災組織あるいは消防分団単位等）で避難勧告等を発令する必要がある。

大分県由布市下湯平地区 宮崎県高千穂町土呂久畑中地区、南地区

凡例
１　：　雨が降っているのに、川の水が急

に減っていくのを見た

２　：　川に流木が流れていくのを見た
３　：　川に石が流れていく音を聞いた

４　：　川の水が異常に濁っているのを見た
５　：　ゴーッという地鳴りを聞いた
６　：　がけに割れ目が見えた
７　：　がけから水が湧き出ていた
８　：　がけから小石がぱらぱらと落ちていた
９　：　がけから木の根の切れる音がした
１０：　腐った土や、きな臭いにおいがした
１１：　その他 13第２回　土砂災害警戒避難に関わる前兆現象情報検討会



地域防災計画における前兆現象の活用

１、基本認識
　　・市町村地域防災計画に避難勧告等の発令基準として前兆現象等を記載。
　　　　　
２、記載の考え方
　　①避難勧告等の基準は、雨量に基づく基準と前兆現象に基づく基準を記載。
　　②土石流、地すべり、がけ崩れの土砂移動現象ごとに記載することが有効。
　　③前兆現象の危険度レベルを勘案し、「避難準備情報」、「避難勧告」、「避難
　　 　指示」の各避難基準に記載。

　　④雨量基準到達か前兆現象発現のどちらかがあった時点で発令等を行うべき
　　　 である。

14
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○避難勧告等の発令基準例（土砂災害）

【雨量】　

　土砂災害警戒情報又は土砂災害警戒避難基準雨量情報が伝達された場合

または、２４時間累積雨量が○○○ｍｍを超える雨量、あるいは時間雨量が○○mmを超える雨量が連続する場合

　また、土砂災害危険箇所において、つぎのような兆候が確認された場合には、上記基準にかかわらず速やかに避
難の措置をとるものとする。

【急傾斜地】

・がけ等の小石がぱらぱらと落ちる。

・山の斜面に亀裂ができる。

・普段から出ている湧き水に異常が見られる（急に量が増える、急にかれる、すんでいるものが急に濁るなど） 。

・地鳴りがする。

【渓流】

・渓流内で転石がみられる。

・流木が発生している。

・地鳴りがする。

・雨が降っているのもかかわらず河川の水位が下がる。

【地すべり地】

・斜面や構造物のクラックが拡大している。またははらみだしている。

・山鳴りがする。

・その他土砂災害の兆候が見られるとき。　

地域防災計画における避難勧告基準の記載例

１５
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前兆現象の巡視方法等（消防団等向け）

・消防団、市町村防災担当者、自主防災組織等は、平常時、大雨初期、大雨
時、大雨後において以下に示す現象に注意し、巡視を行う。
・異常な現象を発見した場合、市町村等防災部局に連絡するとともに切迫し
た状況と判断した場合には住民の自主避難をうながす。

大雨後

共通
がけ崩れ危

険箇所
土石流危険

箇所
地すべり危険箇所

がけ崩れ危
険箇所

土石流危険
箇所

地すべり危
険箇所

がけ崩れ
危険箇所

土石流危
険箇所

地すべり危
険箇所

巡視要領、
伝達体制
等

平常時 大雨の初期*1 大雨時*2

橋梁等の
水位が判
別しやす
い箇所の
水位、流
水の濁り

予め決めて
おいた箇所
の湧水量、
亀裂拡大
の有無

・井戸水の水
位の低下
・亀裂の広が
り

・沢の水位、
濁り具合
・石の流れる
音
・
葉・枝木の流
れる量

・湧水量の増
加、濁り
・新たな湧水
箇所
・落石、斜面
の変状

・斜面の状況(亀裂・は
らみだし）
・擁壁、路面、家屋等
の変状
・立木の変状
注）*3
・地下水位、湧水の濁
り・量・変位量（伸縮計
等）の確認クラックの拡
大

・渓流上流の
崩壊の有無
・治山えん堤、
砂防えん堤の
堆砂状況
・河川水位計
の確認（水位
計の無い渓流
では過去最大
水位の確認）

・斜面の状
況(亀裂・は
らみだし・浮
き石の有無）
・湧水箇所と
その量
・擁壁の変
状
・立木の変
状

橋梁等の
水位が亀
裂の幅、段
差の高さ、
井戸の水
位

〔常時の巡視と同様の
チェックを行い、降雨によ
り変化した所を巡視要領
に従い確認する〕

» *1：大雨等注意報発表時

» *2：大雨等警報発表時、大雨等注意報発表時であっても夜間の場合

» *3：注）上記の徴候を発見し、変位の観測（伸縮計等）を行っていない地すべり箇所では土木
事務所等に通報する。通報を受けた土木事務所は計器を設置して地すべりの移動を監視す
る

１６
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概　　要

・梅雨時期前に、土砂災害の危険箇所の点検を各機関の協力を得て実施。
・点検項目として地形状況、過去の災害履歴、現在の状況、被害の予測を点検カード
に整理。

・点検結果を毎年整理し、関係機関と共有化。

・調査時期：出水期前、大雨時等

・参加機関：市町村、都道府県、警察署、消防署、
　　　　　　　 消防団等

・現地点検箇所：土砂災害危険箇所　

・点検項目：地形状況、過去の災害履歴、現在
の状況、被害の予測を点検カード
に整理　　　　　　　　

災害危険箇所点検カード（例）

　　前兆現象の巡視の方法（消防団等向け）
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前兆現象の把握方法等（住民向け）

　住民は、平常時、大雨の初期、大雨時に以下に示す現象に注意し、異常な
現象を発見した場合、市町村等防災部局に連絡するとともに、切迫した状況
を感じた場合には即座に避難を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

大雨時*3 大雨後

共通
がけ崩れ危険

箇所

土石流危険箇

所
地すべり危険箇所

がけ崩れ危

険箇所

土石流危険

箇所

地すべり危

険箇所
共通

住民

その

他*1

常時 大雨の初期*2

斜面の変状、道路の亀裂、構造物（家屋、擁壁等）の地すべり等の影響があ

ると思われる変状

・自宅の土砂

災害に対する
危険性
・ 自宅および
職場等周辺
の土砂災害
に対する危険
性

・自宅周辺の

斜面の状況
→湧水箇所と
その量、落石
の有無、亀裂
箇所とその幅

・自宅周辺の

沢とその上流
の様子
→普段の水
位、水の濁り
具合、上流域
斜面の崩壊の
有無
・過去の沢の
最高水位（橋
脚等見て分か
るポイントを定
める）

・斜面の変状、道路

の亀裂・段差、構造
物（家屋、擁壁等）の
地すべりの影響があ
ると思われる変状、
井戸の水位
→大雨・夜間時でも
確認できる箇所につ
いては特に留意する
イントを定める

・湧水量の増

加、新たな湧
水箇所、落
石、斜面の変
状、濁水

・沢の水位、

濁り具合、石
の流れる音、
葉・枝木の流
れる量

・井戸水の水

位の低下、亀
裂の広がり

〔大雨初期

と同様であ
るが、自宅
で確認〕
・その他に
異常な音、
におい

自宅付近の渓流にお

いては崩壊等が発生
して河道が閉塞され
ていないか、地すべ
り地においては斜面
上の亀裂・拡大の有
無、斜面においては
亀裂の有無、はらみ
だしを確認する。

*1：住民の他に、郵便配達員、路線バス・宅急便等のドライバー、通勤・通学者）等、普段同じ所を通る人たちも対象と
する。

*2：大雨等注意報発表時
*3：大雨等警報発表時、大雨等注意報発表時であっても夜間の場合

１８
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住民向け警戒避難チェックシート事例

１９
群馬県榛名町社家町の事例
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土砂災害情報収集体制の整備

前兆現象通報

災害情報通報

前兆現象等

市町村役場

都道府県庁
土木事務所等

雨量情報等

住民等の
警戒避難に活用

雨量情報等入手

土砂災害情報相互通報シス
テムによる情報収集・伝達

避難開始

前兆現象等

雨量情報、前兆現象等

前兆現象等

前兆現象等

土砂災害情報を収集
するためのちらしを
配布

前
兆

現
象

等

早
期
避
難

避
難

勧
告

等

・市町村から住民へ雨量情報等を伝達
・住民からの前兆現象情報の収集（相互
　通報、郵便局との連携等）

・避難勧告等の判断基準として活用
・住民自らの自主避難に活用

住民・消防団等よ
り通報 ダイレクトメールによ

る危険箇所情報の
通知と土砂災害情
報の収集

郵便局員による土砂
災害情報の収集（土砂
災害防止月間のガケ
パトロールに郵便局員
も参加）

２０
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前兆現象情報の収集（災害実態調査）と分析

　災害実態調査結果のデータベース化を進め、研究分析し、警戒避難体制の整備に役立

てる。

⑮　土石流の前兆現象、土砂の到達時間など

月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日

月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日

「災害関連緊急砂防事業に関わる災害実態調査」 (土石流偏）

土石流の前兆現象と考えられる現象や土石流を撮影した映像の有無とその内容

前兆現象の有無

別途図を添付するヒアリングを行った家屋の位置

各家屋に土砂や水、流木が流入してきた時刻

土石流の前兆現象と考えられる現象の有無とそれらのおおよその時刻

家屋番号

前兆現象の時刻

前兆現象の内容

土砂・水・流木の
流入時刻

家主名

映像の有無

映像の内容

　有□　無□ 　有□　無□ 　有□　無□ 　有□　無□ 　有□　無□ 　有□　無□ 　有□　無□

分頃 分頃

　有□　無□ 　有□　無□ 　有□　無□ 　有□　無□ 　有□　無□ 　有□　無□ 　有□　無□

分頃 分頃

時 時

分頃 分頃 分頃

時 時時 時 時

時

分頃

時

分頃

時

分頃

時

分頃

時

分頃分頃

時 時

分頃

２１
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観測機器による前兆現象の監視の現状と課題

全国のすべての土砂災害危険箇所に観測機器を設置をするためには、
①避難の基準となる閾（しきい）値が設定可能な前兆現象を監視できる
②避難までに十分なリードタイムが取れる前兆現象を監視できる
③メンテナンスが容易
④安価
などの条件を満たした機器が必要であるが、現状ではそのような機器はない。

一方、限られた明らかに土砂災害の危険性が高い斜面・渓流に観測機器を用いて前兆現
象を監視するためには、
①　避難の基準となる閾値が設定可能な前兆現象を監視できる
②　避難までに十分なリードタイムが取れる前兆現象を監視できる
の条件を満たせば機器による監視が可能であると考えられる。

今後少なくとも①～②の条件を満たす観測機器の開発を行う必要がある。

２２
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観測機器による前兆現象の監視方法のまとめ

２３

監視手法 現象
観測可能

性

しきい値の
設定の可

能性

逃げる時
間

取り組むべき課題

斜面 伸縮計 亀裂の発生・拡大 ○ △ ×　？
手法の実効性の確認（リードタイムが十分か？）
しきい値の設定技術の開発

監視カメラ 小石の落下／倒木 △ △ ×　？
手法の実効性の確認（リードタイムが十分か？）
植生が被覆していても見れるカメラの開発

湧水量観測 湧水の急増・急減 △ △ ○
メンテナンスが容易な観測手法の開発
箇所ごとのしきい値の設定手法の開発

地下水位計 地下水位の上昇 ○ △ ○
箇所ごとのしきい値の設定手法の開発
面的な（空間代表性のある）観測技術の開発

テンシオメータ 間隙水圧の上昇 △ △ ○
メンテナンスが容易な機器の開発
箇所ごとのしきい値の設定手法の開発
面的な（空間代表性のある）観測技術の開発

水分計（TDRなど） 含水率の上昇 ○ △ ◎ 面的な（空間代表性のある）観測技術の開発

ワイヤーセンサー 土石流の発生 ◎ ◎ ×　？ ー

振動センサー 地鳴りや山鳴りがする ○ ◎ ×　？ ー

監視カメラ 渓流の流れに流木が混ざる △ △ △
しきい値設定手法の開発
様々な条件（夜間、霧、豪雨）下で観測可能な手法

濁度計 沢の水が急に濁る △ △ ○
メンテナンスが容易な機器の作成
箇所ごとのしきい値の設定手法の開発

水位観測 水位の急増急減 ◎ △ ○
手法の実効性の確認（災害発生との相関性？）
しきい値設定手法の開発

◎　すぐにでも実現可能
○　予算、場所、人員などの条件が整えば実現可能
△　今後の技術開発・研究が必要
×　数年間での実現は困難と思われる。

渓流
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土石流発生の危険性が高い渓流の前兆現象の監視

ワイヤーセンサー
（対象；土石流の流下）

発生を監視する上では有効性は確
認されている。ただし、発生源と人家
の距離が短い渓流では、避難に十
分な時間が取れない可能性がある。
また、１度ワイヤーが切れたら再設
置する必要がある

雨量計
（対象；雨量）

観測技術は確立され、観
測網が既に構築されてい
る。「しきい値」の（基準雨
量）設定手法は確立され
ている。

監視カメラ
（対象；濁り、流木・流

量の変化）
霧の発生など、気象条件によっ
ては十分な監視が出来ない
場合がある。また、濁り・流木
に関しては「しきい値」の設定
が現時点では難しい。

震動センサー
（対象；土石流の流下）

発生を監視する上では有効性は確認
されつつあり、「しきい値」に関する研
究も進みつつある。ただし、発生源と
人家の距離が短い渓流では、避難に
十分な時間が取れない可能性がある。

・繰り返し土石流が発生している
・河床に不安定な堆積物が見られる、
・斜面が火山灰などにおおわれ浸透能が低い場合
など土石流の危険性が高い渓流における前兆現象の監視

２４
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斜面崩壊・地すべりの危険性が高い斜面の前兆現象の監視

監視カメラ
（対象；小石の落下、倒木）

気象条件、植生によっては十分な監視
が出来ない場合がある。目視で監視す
る場合、多大な労力が必要。定量的な
「しきい値」の設定が困難。

伸縮計注）

（対象；亀裂の発生拡大）

雨量計
（対象；雨量）

観測技術は確立され、観測
網が既に構築されている。
「しきい値」の（基準雨量）設
定手法は確立されている。

傾斜計注）

（対象；斜面のはらみだし）

地すべり土塊の緩慢な移動が、見
られるなど斜面崩壊・地すべりの
危険性が高い斜面における前兆
現象の監視

注）がけ崩れの場合
において「しきい値」
の設定が困難。十分
なリードタイムが取れ
るのか不明。
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住民による前兆現象の点検方法

２６

現象 人による監視の着目点

斜面 山の斜面に亀裂が発生する がけ崩れの場合、困難（危険性を伴う）

山の斜面から小礫がパラパラと落ちてくる
斜面の様子を確認する。確認する比較的安全な場所を確保し
ておく

山鳴りやバキバキと木が裂けるような音が
する

雨以外の音に注意を払う

樹木が折れたり倒れたりする
斜面の様子を確認する。確認する比較的安全な場所を確保し
ておく

斜面からの湧水が濁る 普段から湧水がある場所を把握しておく

斜面からの湧水が急に止まる
普段から湧水がある場所を確認し、湧水量の概量を把握してお
く

地下水位の上昇 困難

間隙水圧の上昇 困難

含水率の上昇 困難

渓流 土石流の発生 困難（危険性を伴う）

地鳴りや山鳴りがする 上流側の様子を観察する。雨以外の音に注意を払う。

渓流の中で火花が散ったりする 上流側の様子を観察する。

渓流の流れに流木が混ざる 平時より、沢の状態を観察する。

焦げ臭い匂いする においに注意を払う

沢の水が急に濁る 平時より、沢の状態を観察する

雨が降り続いているのに渓流の水が急に減
る

平時より、沢の状態を観察する

容易に監視でき、住民の

防災意識の向上が図ら

れる現象を抽出する。

・降雨の状況（雨量計に

よる観測等）

・斜面の状況（落石、湧

水の変化等）

・渓流の状況（水の濁り、

水位の変化等）
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　　　　　　　　　　　前兆現象に関する防災知識普及のあり方

基本的な方策

目的：
　●平常時の心構えを身につける
　●災害発生前や発生時の適切な対処法を身につける
　●前兆現象情報を早めの自主避難や避難勧告発令に役立
　　 たせる

内容：
　●防災担当者・住民を対象とした防災教育・啓発の実施
　●小中学生を対象に総合学習や社会の時間を活用し、防災
　　 教育を実施

　●教員を対象に指導用手引書を作成

広報対象と媒体活用のあり方

●防災担当者
　　 常時掲示しておき、前兆現象発見（通報）時に適切な避

難勧告の発令に活用できるパンフレット・解説書を作成する

●一般住民
　 冷蔵庫等家族の見える場所に貼ってもらうためＡ３版チラ

シを作成する。チラシには地域の土砂災害ハザードマップ、
日ごろの備え、前兆現象の意味や連絡先を記載し、豪雨時
の自主避難に役立てる。

●小中学生
　 自然災害、土砂災害、前兆現象の関連を理解してもらうた

め副読本を作成する。副読本には自分たちが住んでいる地
域の土砂災害ハザードマップ等を用いた体験学習も実施可
能なものとする。

●教員
　 小中学生に教えるための指導用手引書を作成する。手引

書には学習のねらい、流れ、土砂災害や前兆現象の解説お
よ び指導のポイントを記載する。

いざ！
　というときのために

前兆現象はコレだ！

雨の降り方に注意 避難準備

早めの避難

がけ崩れ

土石流

地すべりひびわれ

わき水

小石の落下

川の水位が急に下がる

・川の水が異常に濁る

・流木が流れる

家が傾く

道路や擁壁にひびわれ

川の水が
濁る

木が揺れる

斜面にひび
われ

豪雨時の対処と早めの避難を呼び
かけるための解説イメージ

前兆現象を理解できるための
解説イメージ

２７
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前兆現象に関する防災知識普及の媒体とその対象者

－○
地方版

（県の砂防課）

－○

前兆現象の一般的説明

全国版
ホーム

　ページ

○前兆現象の一般的説明全国版映像

○（中学生用）

○（小学生用）

○－全国版

○－
●土砂災害の種類を理解し

てもらう

●土砂災害と前兆現象との

関連を認識してもらう

●日頃の備え、大雨の時の

行動

●砂防事業の役割

地域版

（市町村単位）

副読本およ
び指導用手
引書

○
広く一般に土砂災害に対する
啓発を行う

全国版

（A4）

○
各家庭に配布し、土砂災害に
対する日頃の啓発及び早め
の避難に役立ててもらう

地区版

（A3；ハザードマッ

プの配布単位等）チラシ

－○○
広く一般に前兆現象をわかり
やすく説明し、土砂災害に対
する啓発を行う

全国版

－○
地域の災害の危険性と早め
の避難を認識してもらう

地域版

（都道府県・土木事
務所・市町村単位）

パンフレット

小学生
教員

（小学校）

一般住民

（高校生以上）

防災担当者

（市町村職員・警
察官・消防団員）

対象者

目的種別

２８
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前兆現象に関する防災知識普及のための媒体（パンフレット）

土木事務所・市町村版

目的：

　地域の土砂災害の危険性と早めの避難を認識してもらう

内容：

　①主な土砂災害の種類と土砂災害防止法を説明

　②近年の土砂災害の説明（対象地域で発生した土砂災害）

　③防災担当者と住民に土砂災害毎の前兆現象をわかりやすく
　　 説明

　④土砂災害ハザードマップ（対象地域）や前兆現象チェックリス

トを解説

　⑤防災担当者には前兆現象の時間的切迫性などを解説

　⑥日頃の備え、前兆現象を見つけた際の連絡先

　⑦砂防の役割（対象地域の写真等を使用）

全国版

目的：

　 広く一般に前兆現象をわかりやすく説明し土砂災害に対する

啓発を行う

内容：

　 近年の土砂災害、ハザードマップ、砂防の役割について一般

的な解説をする

土砂災害の種類の説明イメージ 土砂災害防止法の説明イメージ

土砂災害の前兆現象の説明イメージ ２９
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前兆現象に関する防災知識普及のための媒体（チラシ）

地区版

全国版

目的：

　広く一般に土砂災害に対する啓発

内容：

　●昨年の主な土砂災害の紹介および課題

　●子供が理解できる土砂災害の前兆現象の紹介、小学生
　　 の土砂災害に関する作文（抜粋）、日頃の備えと連絡先

目的：

　 各家庭に配布し、土砂災害に対する日頃の啓発及び

早めの避難に役立ててもらう

内容：

　●対象地区の土砂災害ハザードマップの掲載（自宅・

　　 避難場所・避難ルートの確認

　●豪雨時の対処と早めの避難の呼びかけ

　●前兆現象のチェックリストの記載

　●土砂災害の前兆現象をわかりやすく説明

　●注意事項・災害時連絡先・日頃の備え・日常生活に役

　　 立つ情報

Ａ３版：　　各戸配布（ハザードマップの配布単位）

Ａ４版

全国版チラシイメージ
３０
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目的：

　●土砂災害の種類を理解してもらう

　●土砂災害と前兆現象との関連を認識してもらう

　●日頃の備え、大雨の時の行動

　●砂防事業の役割

　●地域のなりたちの説明や地域の写真等を使用し、災害の危険性を認識 して

もらう

内容：

　副読本

　①自然災害の種類

　②土砂災害の発生の危険性

　③土砂災害について（がけ崩れ、土石流、地すべり）

　④いざという時のための日頃の備え、大雨のときの行動

　⑤砂防の役割（砂防の歩み、自然とともに）

　⑥体験学習の実施方法（土砂災害ハザードマップの活用、砂防施設、事務所を

訪ねる）

　手引書

　⑦上記に加え、各内容について「ねらい」「学習の流れ」「解説」「指導のポ

イント」を記載

防災知識普及のための媒体（副読本および教員指導用手引き書）

市町村版

全国版

目的：

　市町村版と同様

内容：

　市町村版の①～⑦の項目とする。これに加
え地球温暖化に伴う気候変動（異常気象）、
集中豪雨の発生、近年の土砂災害の発生状
況、火山災害・地震災害による土砂災害を記
載

＜防災教育＞

既存の副読本と指導用手引書

３１
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防災知識普及のための媒体（小学生用副読本のイメージ）

自然災害と土砂災害の解説（「ふるさと安全たんけんたい」より抜粋） ３２
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防災知識普及のための媒体（小学生用副読本の教員指導用手引書のイメージ）

自然災害と土砂災害の解説（「ふるさと安全たんけんたい」より抜粋） ３３
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とりまとめ

［前兆現象と警戒避難］
①前兆現象の発生と時間的関係を参考にして、前兆現象を避難勧告等の
　 基準として活用することは可能である。

②地域防災計画への記載は、雨量に基づく基準と前兆現象に基づく基準
を記載すべきである。

［前兆現象の収集・伝達］
①消防団等の巡視方法や住民自らの点検方法を提案。
②前兆現象情報の収集体制の充実方法を提案（システム整備、住民からの
　 通報手段等）。

③前兆現象のデータ蓄積、研究開発が必要

［防災教育の推進］
①対象者、目的、広報媒体等に応じた効果的な防災教育・啓発を促進。

前兆現象を活用して、警戒避難を充実
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今後推進すべき施策

［計画的に推進すべき施策］
●研究・開発
　・前兆現象情報の報告の義務化とデータベース化
　・前兆現象の観測機器の開発、雨量観測の充実
●情報の収集・伝達
　・巡視方法等を説明した解説書の作成及び配布
　・住民と行政との相互通報システム整備の促進
●防災教育
　・防災教育・啓発のための広報資材の作成及び配布
　・防災訓練や講習会の実施
●土砂災害警戒区域等の指定の促進

［関係省庁等と調整し、できる限り早期に推進すべき施策］
①前兆現象を避難勧告等の基準として活用する旨を関係省庁と共同で通知
②発見者の通報義務を明確化
③消防団員の権限の強化（地域における避難勧告の発令権限等）
④総合学習や社会科の教科で防災教育の実施（文部科学省との連携）
⑤社会科の教科書に土砂災害や前兆現象を記載（文部科学省との連携）
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